
令和６年度第２学期始業式「校長講話」 令和６年９月２日（月） 

みなさん、おはようございます。長く暑い夏休みが終わり、２学期がいよいよ今日か

ら始まります。体調はいかがでしょうか。 

今年は２０２４年パリオリンピックの開催が丁度重なり、賑やかな夏でもありまし

た。特に日本選手の活躍もあって、メダル数は金１８個、銀、銅、合わせて合計４３個

となり、これまで海外で行われた大会の総メダル数を上回り、過去最多だそうです。皆

さんも、テレビにかじりつき、競技の行方に一喜一憂した時間が多々あったのではな

いかと思います。    

さて、１学期終業式の講話の際に、「将来『こうなりたい』という明確な目的等を早

く持って、その実現のために逆算してこの夏休みは何をすべきかを考え、有効に使う

ことが大切」ということや「学習以外のことについても有効に活用して欲しい」とお伝

えしました。 

そのことに関連して、オリンピックの話題にもう少し触れて話をしたいと思います。

今大会の金メダルを取った選手の中に、埼玉県出身の方が何人かおりますが、その中

で越谷市隣の川口市出身で、今回のパリオリンピックで種目として初めて採用された

「ブレイキン」の湯浅亜実（AMI）選手を取り上げさせていただきます。AMIさんは、

川口北中学校から市立川口高校を卒業している方です。本校にも川口北中学校出身の

生徒もいるので、卒業生としてとても誇らしいのではないかと思っています。 

その AMIさんのことを調べてみますと、４歳年上のお姉さんの影響で小学校１年の

時にダンスを始め、その後「ブレイキン」を目にし、すぐにその道を追求したいと思っ

たそうです。また、少女時代は家の前のアスファルトの道路に段ボールを敷いて練習

に励んで、全身あざだらけだったそうです。さらに私も初めて知ったのですが、神奈川

県の溝の口という地域が「ブレイキン」の聖地と呼ばれ、ハイレベルな若者達が集まっ

て練習を重ねる場所ということで、学校帰りに片道１時間かけて母親に送迎してもら

い、技を磨き、深夜に家に帰るという生活をしていたそうです。「ブレイキン」への取
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り組む態度や競技に向かう本気度がうかがえる話だと思います。そのたゆまぬ努力の

結果、オリンピックにおいては初代女王として金メダルという栄冠を勝ち取ることが

できました。 

これほどでなくてもいいけれど、自分が目指したいもの、やりたいものに夢中にな

る、心血を注ぐというのは、生き方として、とても素晴らしいことだと私は思っていま

す。 

本校でも皆さんがこの夏休みに、進路活動を含め、将来の夢の実現のために専門教

科や普通教科などの習得に向けて、学校に来て先生から学ぶ姿があったり、部活動に

一生懸命取り組んでいたり、また、自宅など同じように真剣に取り組んだものがあっ

たならば、この夏休みはとても充実した時間であったということが言えると思います。 

そして今後もそれを続けていくことが大切です。その積み重ねが、後々に良い結果

が得られる近道だと思います。２学期以降もそれぞれが努力を怠らず続けていってく

ださい。 

 終わりに、兼ねてから宣伝をしている来年の４０周年記念事業の一環として本校キ

ャラクタデザインを９月末まで募集しています。電子機械科の生徒の協力を得て、作

ってもらった応募箱を各フロアのコモンスペース３か所、生徒会室前、昇降口の５か

所に設置しています。また、情報技術科の生徒の協力を得て、作ってもらった宣伝ポス

ターを校舎内の所々に掲示します。さらに学校 HP に改めて募集要項と応募用紙を張

りましたので、ダウンロードするなど活用してほしいと思います。皆さんの考えた作

品が今後本校のキャラクタとして何年も使われることになるだろうし、そういうデザ

イン制作を得意とする生徒もいると思いますので、是非、積極的にチャレンジしてほ

しいと思います。 

２学期は、文化祭、修学旅行など大きな行事も控えております。健康に十分気を付け

て、充実した２学期になるよう心掛けて過ごしてください。以上です。 


